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研究動機 

 北陸では、２０１５年春に北陸新幹線が金沢まで開通する。各地
域では、開通に向けた地域活性化の取り組みが行われている。
北陸経済研究所の調べによると、富山県に約120億円の経済効
果が出ると推計されているが、本当に訪れる観光客が増え、また
それなりの開業効果が見込めるのだろうか、ということに興味を
持ち、研究しようと思った。 

 



※北陸新幹線｢富山県｣開業PR事務局 HP参照 



• 東北新幹線(２０１０年１２月４日開通)、九州新幹線(２
０１１年3月１２日開通)の先例を用い、効果を見る 

• 観光庁のデータをもとに平成１９年～平成２４年の全
国の宿泊者数を月別に比較 

 

 

 

※２０１１年３月１１日に発生した東北大震災の影響を踏
まえる 

 

 

研究① 新幹線開通により、観光客は増えるか？ 



各県の宿泊者数を前年度の同じ月の宿泊者数で割り、伸び率を求める。 

 

             ＝ 

 

                     ー 

 

全国との動きにどれくらいの差があるのかを見た。 

 

対前年同月比伸び率 

各県の対前年同月比伸び率 全国平均の対前年同月比伸び率 



東北新幹線開通２０１０年１２月４日 

青森県・岩手県の宿泊者数対前年同月比伸び率－全国平均の宿泊者数対前年比同月伸び率 



九州新幹線開通 ２０１１年３月１２日 

熊本県・鹿児島県の宿泊者数対前年同月比伸び率－全国平均の宿泊者数対前年比同月伸び率 



研究①の考察 

東北新幹線、九州新幹線ともに開業年月以降にグラフが右上がり。 
全国と比べ、宿泊者数が伸びている 

北陸新幹線の開通によって、観光客は増える！ 

開業効果 



 

新幹線が開通することにより、観光客は増えると言える 

 

しかし開業効果が1年ほどしか続かないことも明らか 

 

   開業効果を長く続けさせるための工夫が必要・・・ 

 



 

首都圏４県（東京･神奈川･千葉・埼玉）において、観光目的の鉄道
利用者数が時間短縮により増加するかどうかを国土交通省が実
施している全国幹線旅客純流動調査の都道府県間流動表（居住
地から旅行先）【代表交通機関別旅行目的別流動表】とジョルダン
（乗り換え案内サイト）の鉄道の所要時間検索を用いて調べた。 

 

所要時間が短くなるほど、 
観光客は増加するのでは・・・？ 

研究② 時間短縮により、観光客は増えるか 



鉄道を利用した観光客の所要時間と人数の関係 

東京から行く場合に
かかる時間と利用者

数を示す、 

各４５道府県 

回帰統計 

重相関 R 0.818 

重決定 R2 0.669 

補正 R2 0.661 

標準誤差 1.201 

  係数 標準誤差 P-値 

切片 17.309 1.308 0.0000・・・ 

時間 -2.136 0.237 0.0000・・・ 
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回帰分析による結果 

1

10

100

1000

10000

1 10 100 1000 10000

時
間
（単

位
：分

）
 

1日の利用者数（単位：人） 

東京 

1

10

100

1000

10000

1 10 100 1000 10000

時
間
（単

位
：分

）
 

1日の利用者数（単位：人） 

神奈川 

1

10

100

1000

10000

1 10 100 1000 10000

時
間

(単
位
：分

） 

1日の利用者数（単位：人） 

千葉 

1

10

100

1000

10000

1 10 100 1000 10000

時
間
（単

位
：分

）
 

1日の利用者数（単位：人） 

埼玉 



データを元に回帰分析を行ったところ４県とも所要時間と利用者数
は、有意な関係つまり時間が短縮されれば、利用者数は増加する
と考えられる 

 

しかし、時間が同じでも観光客の数に差が出ている。これは観光
地の魅力による差が関係しているのではないかと考えた。 

 

 

同じ時間がかかるところ
でも、利用者数に違い
があるのはなぜ・・・？ 

考察 
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４７都道府県の魅力度ランキング（ブランド総合研究所「地域ブランド調査2013」）
を決めるのに用いられているポイント（認知度も含まれる）を使用し、時間に加え
各県の魅力度も考慮して利用者数を新たに回帰分析を行った。 

 

鉄道を利用した観光客の魅力度と人数の関係 

回帰統計 

重相関 R 0.913 

重決定 R2 0.834 

補正 R2 0.825 

標準誤差 0.862 

  係数 標準誤差 P-値 

切片 12.857 1.181 ０．０００・・・ 

時間 -2.271 0.172 ０．０００・・・ 

魅力度 1.890 0.304 ０．０００・・・ 

分析の結果 

利用者数（対数）＝12.87－2.271×時間（対数）+1.890×魅力度（対数） 
              （0.000) (0.000)        (0.000) 

時間短縮と魅力度の増加は、利用者数の増加につながる 



■研究① 

新幹線開通により、観光客は増えるか？    増える 

■研究② 

時間短縮により、観光客は増えるか？     一般的には増える 

 

 

 

 

■研究① 

開業効果は一年ほどしか続かない 

        リピーターを増やす     

■研究② 

観光客数は地域の魅力度に左右される 

 

 

今までのまとめ 

各県の観光客数の違いは、それぞれの地域の魅力によるものが大きい・・・？ 

富山県自体の魅力
を上げるには？ 



富山の強みと弱みを分析 

富山の強み 

①大自然・・・黒部アルペンルｰト 

         黒部ダム・・・高さ日本一 

        黒部峡谷・・・日本三大渓谷 

        立山・・・日本三霊山  

        称名滝・・・落差日本一 

        五箇山 合掌造り集落・・・世界遺産 

 

②食・・・四季折々の変化に富み、美しい自然に囲まれた富山 

     

    ・寒ブリ 

    ・白エビ 富山湾Only 

    ・ホタルイカ 高い品質と鮮度 「ホタルイカミュージアム」 
    etc.  ます寿司、かまぼこ、日本酒・・・ 
 

山海の豊かな自然資源を活用 日本海側最大の湾 「富山湾」 



 

③路面電車・・・ライトレール 富山Only 

        （LRT、次世代型路面電車システム） 

 

 

④３つの駅設置・・・金沢、新高岡、富山、黒部宇奈月温泉、糸魚川、上越妙高、飯山、長野 

           （石川県）  （富山県）              （新潟県）      （長野県） 

 ★能登(石川県)へは新高岡駅を経由すると７６０～１５９０円安くなる。 

 東京から能登地方（和倉温泉）や飛騨地方（白川郷）に行くのに、金沢経由や名古屋経由
で行くよりも早く、安く行ける。 

 



①二次交通（路線バス、路面電車、私鉄電車など） 

 ・公共交通利用者の減少 

  

②金沢と比較した際の魅力の欠如 

 ・観光地までの二次交通の不便さ 

 ・知名度の低さ・・・Googleトレンド 

 

③PRの下手さ 

 ・富山らしさを生かしたPRが不十分 

 

 

 

富山の弱み 



・公共交通利用者は減少傾向 

 

 

■高い自動車保有率                   ■衰退する公共交通 

世帯当たりの乗用車保有台数 

１．７２(台)/１世帯当たり 全国２位(富山県)  

(自動車検査登録情報協会発表：平成２５年３月末現在) 

 

 

 

 

富山の弱み ①二次交通 

図：富山市資料 参照 



金沢城、兼六園、近江町市場、東茶屋街、西茶屋街、長町武家屋敷、妙立寺(忍者寺) 

２１世紀美術館、尾山神社、千里浜、能登島水族館・・・ 

金沢の観光地 

金沢駅周辺に集中 

②金沢と比較した際の魅力 

■観光地までの二次交通の不便さ 

  〈観光資源自体の分布〉 

富山の弱み 

金沢市内の観光地を
一周できる周遊バス 

〈観光地を回る手段〉 



 

黒部ダム、黒部峡谷、五箇山、立山、称名滝、宇奈月温泉、みくりが池、海王丸パーク、
雨晴海岸、高岡大仏、砺波チューリップ四季彩館、おわら風の盆、環水公園・・・ 

 

中心地から遠く、 

それぞれが散在・・・ 

富山の観光地 富山の弱み ②金沢と比較した際の魅力 



グーグルトレンドによる金沢と富山の検索履歴の比較 

■知名度の低さ・・・Googleトレンド 

富山の弱み ②金沢と比較した際の魅力 



③PRの下手さ 富山の弱み 

魅力的な食べ物やお
土産があるにも関わ
らず、富山に訪れる
人が少ない。 

■魅力度ランキング（47都道府県）

順位 都道府県名 点数 順位 都道府県名 点数
1　（１） 北海道 65.3 ２５　（２３） 香川県 14.5
２　（２） 京都府 49.1 ２６　（２４） 岩手県 14.1
３　（３） 沖縄県 44.3 ２７　（２５） 高知県 13.7
４　（４） 東京都 40.6 ２８　（２６） 山形県 13.5
５　（６） 神奈川県 29.1 ２９　（４３） 福島県 13.3
６　（５） 奈良県 27.3 ３０　（２６） 新潟県 13.2
７　（１０） 福岡県 27.1 ３１　（３１） 大分県 13.1
８　（８） 大阪府 26.2 ３１　（２６） 三重県 13.1
９　（７） 長野県 23.9 ３３　（３９） 島根県 12.9
１０　（１１） 兵庫県 22.6 ３４　（３０） 愛媛県 12.4
１１　（９） 長崎県 22 ３５　（３３） 岡山県 12.2
１２　（１２） 静岡県 21.3 ３６　（３７） 滋賀県 11.4
１３　（２１） 宮城県 21.1 ３７　（３６） 岐阜県 11.3
１４　（１３） 石川県 20.4 ３８　（３５） 和歌山県 11.2
１４　（１８） 鹿児島県 20.4 ３９　（３４） 山口県 10.8
１６　（１５） 愛知県 18.5 ４０　（３８） 福井県 10.4
１６　（１９） 熊本県 18.5 ４１　（４４） 栃木県 10.3
１８　（２０） 千葉県 18.1 ４２　（４２） 鳥取県 10.3
１９　（２２） 広島県 16.7 ４３　（４１） 徳島県 10.2
２０　（１４） 青森県 16.4 ４４　（４７） 群馬県 9.5
２１　（３１） 富山県 15.7 ４５　（４０） 埼玉県 8.6
２２　（１６） 秋田県 15.2 ４６　（４５） 佐賀県 7
２３　（２９） 山梨県 15 ４７　（４６） 茨城県 6.6
２４　（１７） 宮崎県 14.8 ※（）内は2012年調査の順位

認知、魅力、情報接触、観光意欲、
居住意欲、訪問経験、産品購入意
欲・・・ 

計７２項目におけるインターネット
調査をもとに作成 

 

※参考：ブランド総合研究所 

■地元ならではのおいしい食べ物が多かった ■魅力のある特産品や土産物多かった 

２０１２年度 順位  ２０１２年度 順位 

全国平均 54.1 全国平均 43.4 

１位 沖縄県 71.9 １位 沖縄県 70.0  

２位 北海道 70.7 ２位 京都府 58.5 

３位 石川県 69.2 ３位 北海道 57.9 

４位 香川県 69.1 ４位 鹿児島県 56.4 

５位 福井県 68.4 ５位 青森県 54.2 

６位 宮城県 68.3 ６位 広島県 54.0  

７位 広島県 67.7 ７位 富山県 53.8 

８位 鹿児島県 66.9 ８位 石川県 53.8 

９位 福岡県 66.7 ９位 高知県 53.0  

１０位 富山県 65.7 １０位 宮城県 52.0  

延べ宿泊者数ランキング 

（４７都道府県） 
富山 39位 ※観光庁HPより 



富山の強みと弱みを分析した上で 

 

 

 

 

どうすれば富山をより魅力的にし、魅力をPRできるか？ 

どうすれば弱みを弱みでなくすることができるか？ 

 

富山の現在の取り組みを踏まえ、独自の方法を考える 



富山の取り組み 

■アニメツーリズムの推進 

→「おおかみこどもの雨と雪」の舞台のモデルとなった町での暮らし体験、富山観光アニメ 

  プロジェクトによるアニメでの観光地情報の発信 

 

■富山ブランドの発信 

→特設HPで富山の食・観光・文化の魅力やイベントの発信 

 

■二次交通の強化 

→地方鉄道、バス、タクシー等地域交通機関の共通周遊券の発行、観光地への直通バス 

 

■PR 

→JR・大手旅行会社（JTB等）の協力による富山県PR 



 

■二次交通手段の観光資源化 

  ・食＋ライトレール 

  市内電車、ライトレールの中でスイーツバイキング 

  （富山の食材を使って） 

 

 ・２階建て路面電車やバス、ライトレール・路面電車等のラッピング 

 

■コバンザメ政策    

・富山→金沢特典！   

・新高岡駅を利用した能登地方「和倉温泉」（石川県）や 

 飛騨地方「白川郷」（岐阜県）への観光方法の提示 

 

 

             

 

 

 

私たちが考える政策・アイディア 

※高岡市公式HP参照 

乗ること自体の楽しみを提供     

 

二次交通の不便さをカバー 



 

■自然資源の活用 

・黒部ダム（高さ日本一）を利用したバンジージャンプ 

 日本初！ 

 

・寒ブリ釣り大会 

 競争心→リベンジ 

 人とのつながり「第二のふるさと」 

 

■インターネット、SNSを用いたPR 

 ・より使いやすい観光用ホームページの作成 

 ・動画投稿サイト（You Tube等）を利用した観光地のPR 

 

  

※You Tubeより 

強みを生かす 

PR不足を解消 



まとめ 

・富山県のさらなる観光客の増加が起これば、北陸新幹線の開通による経済波及効果は見込みよ
りも大きなものになるだろう。 

・富山自体の魅力あげるために強み・弱みを分析し、富山の取り組みを踏まえた上で自分たちで政
策・アイディアを考えた。 

・新規の観光客を呼び続けるのには限界があるため、リピーターの増加が必要だと考える。 

・研究①より新幹線の開通により、観光客の増加が見込まれることがわかり、また開業効果は１年
ほどしか続かないことが分かった。 

・研究②より利用者数の増加には、時間短縮と魅力度の増加が関係することが分かった。 
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